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ジャワで神学教育 従事し 著者による、インドネシア教会におけ 神学的潮流を精査した歴史的研究である。本書はインドネシアやキリスト教宣教の歴史、そしてインドネシアにおけ 重要な宗教思想に関する丁寧な解説の後に、神学的潮流の紹介へ読者を誘っている。そのため、キリスト教や宗 思想 馴染みのない読者にとっても理解しやすい構成となっている。　
この他にも日本とインドネシアの
関わりに着目す ならば、日本占領期について看過することはできないだろう。
原誠「日本占領下インドネ
シアにおける宗教政策―キリスト教の場合」
（『上智アジア学』第一九号
　
「
上
智
ア
ジ
ア
学
」
編
集
委
員
会
　
二
〇
〇一年）
では、日本軍政下のインド
ネシアにおいて、宗教政策の一環として日本より派遣された宣教師や神
父の活動とインドネシアのキリスト教史における日本軍政時代の意味について論じている。また、
奥島美夏
「
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
会
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア人―制度的背景と課題」
（『異文化
コミュニケーション研究』第一八号
　
神
田
外
語
大
学
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ション研究所
　
二〇〇六年）
は、日
本への移民労働者のなかで形成されていったイ ドネシア人教会の動きについて論じたものである。
この他、
磯晴久「バリ島におけるキリスト教徒宅焼き討ち事件報告」
（『桃山学院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』　
第
三
四
巻
二
号
　
桃山学院大学総合研究所
　
二〇
〇八年）
では二〇〇二年二月一三日
にバリで起こったキリスト教徒宅の放火・破壊事件に焦点を当てた、その事件の経緯とその背後にある様々な現地の宗教事情についての調査報告である。　
この他にもスマトラ島北部に暮ら
すバタック人に関する文献も重要である。
山本春樹著
『バタックの宗教
：
インドネシアにおけ キリスト教土
着
宗
教
の
相
克
』（
風
響
社
　
二
〇
〇
七年）
は、バタック人社会における
キリスト教との出会いとそのダイナミズムを描いた一冊である。（と
さ
　
み
な
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
　
図書館）
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
土
佐
美
菜
実
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